
中国の民族虐殺と通州事件
第5回学習会では、アジア自由民主連帯協議会（会長ペマ・ギ

ャルポ）の三浦小太郎事務局長をお迎えし、チベット、モンゴ
ル、ウイグルなど各民族に対し中国政府が行ってきた残酷な弾
圧の現代史を検証しつつ、チベット120万虐殺と通州事件ユネス
コ共同申請の意義について考える学習会を開催いたします。
皆様のご参加をよろしくお願いいたします。

５月２４日（水）６時３０分開演（６時開場）
文京シビックセンター地下１階【アカデミー文京】

http://www.city.bunkyo.lg.jp/shisetsu/civiccenter/civic.html
東京メトロ丸ノ内線・南北線・後楽園駅直結（４ａ・５番出口）

都営地下鉄三田線・大江戸線・春日駅直結（シビックセンタ連絡通路）

参加費：１０００円（事前申込不用）

通州事件連続学習会
第５回開催のお知らせ

講師
アジア自由民主連帯協議会事務局長

三浦小太郎先生
「北朝鮮帰国者の生命と人権を守る会」（守る会）副

代表・代表などを務めた。2014 年 11 月から特定非営
利活動法人江東映像振興事業団の副理事長・専務理

事を務める。保守派の論客として『諸君! 』、『正論』、
『別冊宝島』、『月刊日本』、『表現者』などに寄稿。

現「新しい歴史教科書をつくる会」理事

通州事件アーカイブズ設立基金
問合せ先「新しい歴史教科書をつくる会」03-6912-0047

http://www.city.bunkyo.lg.jp/shisetsu/civiccenter/civic.html

